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裏1児童館数及び回収数，回収率

　　　　　県別
目 宮城県 山形県 、愛知県 広島県 愛嬢県 ．神戸市 卑頃州市 東京都 合　計

調査対象数
児童館数）

85 　■04 147 34 22 70 28 471
96三

回　収　数
67 871 147 29 琴2 65 28 451 893

回収率（％） 78β 808 100．0 85．3 100．0 92．9 100．0 95β 92．9

　　（注：愛知県は名古屋市を除く，広島県は広島市を除く）

表2運営主体

　　　　　　県別
目 宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

公　　　　立 　67
100，0）

　77
91，7）

　134
（91．2）

　19
65，5）

　22
100，0）

　15
23．1〉

449
99，6）

　783
、87．7）

私　　　　立 　6
7．1）

　11
7．5）

　10
34．5）

　49
75．4）

　28
100．0）

　104
11，6）

N・A
　　1
（1．2）

　　2
　1．4）

　　1
　1．5）

　2
0，4）

　　6
　0，7）

合　　　計 　67
100．0〉

84 147 29 22 65 28 451 893

表3設置時期

　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

昭和39年以前 　　4
6，0）

　15
17．9）

　　2
　1．4）

　　5
172）

　　2
9，1）

　　1
　1．5〉

　　2
0．4）

　31
3．5〉

昭和40年～
　　昭和44年

　23
343）

　32
38，1）

　21
14，3）

　11
38，0）

　三〇
45．5）

　　5
7．7）

　工1
39．3）

　57
12．6）

　170
19．0）

昭和45年～
　　昭和49年

　　13
19，4）

　18
21．4）

　32
21£）

　　7
24，1）

　　2
9．1）

　16
24．6）

　　2
7．1）

　171
38ρ）

　261、
29，2）

昭和50年～
　　昭和54年

　14
20．9）

　　7
8．3）

　37
25．2）

　　2
6．9） 　　3

13．6）
　29

44．7）
　　3

10．7）
　128

28．4）
　223

25．0）

昭和55年以降 　11
16．4）

　　5
6．0）

　49
33，2）

　　4
138）

　　5
22．7）

　14
21．5）

　12
42．9）

　78
（17，3）

　178
19，9）

N。A 　　2
3．0）

　　7
8．3）

　　6
4．1） 　15

3，3）
　30

3．4）

合　　　計
　　67r（100．0）

　融
100．0）

　147
100，0）

　29
100．0）

　22
100．0）

　65
100，0）

　28100．0）1 　451
10010）

　893
100．0）1

表4 休館日の状涜

　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

定　期　的

毎週日曜日 　62
92．5） 　69

82，1）
　26

17．7） 　18
62，0）

　　1
4．6）

　61
93．9） 　17

（60，6）
　151
3a5）

　405、
45．4）

毎適月嘘臼 　
102

69，4）
　　4

138）
　16

72．7）
　　1

3．6） 　148
32．8）

　271
30．3）

そ　の　他 　　4
6．0）

　　4
4，8）

　16
10．9）

　　6
20．7） 　　5

22．7）
　　8

28．6）
　151

33，8）
　ig4

21．7）

不　定　期 　　1
　1．5）

　　2
2．4）

　　1
3，5）

　　1
3．6）

　　1
0．2）

　　6
0．7）

そ　の　他 　　7
8，3）

　　3
2．0） 　　3

4．6）
　　1

3．6）
　14
　1．6）

N・A 　　2
2．4） 　　1

　1．5〉
　　3

0．3）

合　　　計 　67
100．0）

　84
100．0）

　147
100．0）

　29　
（100．0） 　22

100．0）
　65
100．0）

　28
100．0）

　451100．0）1 　893
100．0）
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吉沢他：地域における健全育成ジステムめ強化策に関する研究

表5　一日の平均利用児童数
、、

項目『＼
県別宮城県 山形県 愛知県・ 広島県 愛媛県 神戸市． 北九州市 鯨都

　一

合猷
・牝

5人以鶴， 　　5
ユ5）

P・8

⑲5）
　16

10，9）
　　931ρ）

　一2
19，1）＼

　，1へ、1，5）、ず 1

い　41ンζ鵯＝’

（心9）
　ト㌔45

26人預似 　18
26．9）

　rl27
32♪工） 　34

丸23．1）’
　　9
乱
31‘0）・

　10
45，4）ン

　｝｝’3
（G4β）） 　　9ぐきa1》

　　27
（一ao）

　　1371
了（凪3）

句人～100人 　28
、4L7）

　・β4
40，5〉’： 　74：砿4ン

　　6・（2α7）1 　
4α9＞

　
C41

、63．1）／

　・』一16
（し 57，2）’

　202・
（4生8〉 　4101

4ao》

⑩1畑159人． 　　8
1L9）

　11
31）

　16
・10．9） 　　1（∴3．5）’ ン’

ヅ

　『12
（㌦18．5）1

　　31dα7）） 　125
2気7）

　176』（19．7）

ユ51人～200ム、 　ト2
・」

3．0）㌔ 、
　　3（2．0）

　　1
I」3．5）

　　工
ξ

466），

　　2’
（C3．1）

㌧

　　47
（10：4）r

　　56
てF a3）

。201人以上r
、

　　3
4．5） 　　2（24）．

　　4
2．7）

　　3
10．3）

　29ぐき64〉 　41
生6）

N。A， 　　3
4．5）

　　2
2．4） 　　6（9．2）

　17
”38）

　28 、（3．D、

倉　　計1 　67
100，0）

　・184

100．0）
，　1147

100，0）
　’29
ユ00．0）

　
22

100．0）
　6510α0）ン

．　急28
100．0）り

451

100ρ）

　893さ（10α0）

表6　鍵っ子児童数
ドLl ～　　

／＼

　　　　　県別
目 宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市

　乙ゴ凱州市 東京都！ 合｝計

旬人以内 　11
16．4）

　　3
3，6）

　16
1019）

　　1
3．5）

　　3
（広6〉段

　　10
娠35i8）』1 　　5C1．1）

　　49
1（婆5．5）

1林ん2P人 　　10
（14，9〉

　　2
（ ㌔2．4）

　15
』10．2）

　　2
16．9）

　　2
9．1 ）

　39
160．0）

　　6
214）

　
、27・（∴6．0〉

　 103評
115）

21人～30人 　　7（11α5） 　　1‘12）
き　7
、4β）

　　4』i38） ド” 　

　　、
’、

　1 1
（1 ：ββ） 　71

15‘7ウ㌧．

　　91一
・10，2ン

31人～40 人 　　3
（4．5）

　　11∫12） 　　2
』μ）

　　1
（芋β．5）

』牝b1

（“ 4．6）
　　2』
漁1）

150一
（33，3）’・、 　160（・1マ．9ン

41人～50人 　　1
1．5）

、 ＝

き、

c　　、
　 51”

11β）さ、

　』『52
5，8）

’』 1人以上π
、

　　1♂、α7）
　　

工（’3，5）

　I　　、
　　50
（．11．1ン

　52
5，8）『

N・A 　35r
52，2）．

　77
91β）

　106
72．0）

　20
688）

　19
186，3）

　23
1854）

　　9一
y3乞1） 　97

21，5）・
　386！

43β）：

合　　　・計 　67
（100，0）

　、 84　1
100．0）

　、147

100．0）

　，二29

（100．0）

r　l22
（100．0）

　65ioα0〉
『、r

28

100．0）
　451
10σ．0）

　893i（100，0〉

の30～40人が最も多く，他は20人以内となっている。　　がある。

　コミュチティ施設としての性格上，併設・複合施設が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りじ　　　　　　　　　　　ニ　がン　ヘ　　　　ヌの　　ヨ
多く， 都市部宅ほ鍵っ子育成専用室φ老人施設文適所）』F』r以町〔’児童館¢機能を果すための連営状況　1 ・：

ゆ併跡秘弗聯勲みの聯をしてレ輝聾』5、
。㌣ 』，・ ．』 、、 　（・一…

もある。とく、に1東京の場合ほ，その他の諸施設とめ複合’ 　児童館を拠点どしだ健全育成あ機能を果していぐ為に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　し　ドンけド 　ドに　ド　ロヘ

が多くみられる。現実には，こうした複合？併設の場合 ｝は1まず児童館それ自体の連営が，ぞの地域に根ざした

曇資マイナスの状況がみうけられるが・可朧限り・，碑もの鯵つてい鰍鰐な鱒）ル燐購蝉騨
らφ条件を活用し1世代間の交流など積極的な機能を考』’営委員会が， どのようになぎれているかを問うてみた5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ慮する必要力郷るホうに思われる。さらに児童館設置条・表9にみる如く，、設置状況は地域差があ者が，尺至体的に

件をみると・1小学校区に1館の害Il合をもっ鍛置され獺弩もつてい参い館が与鰯と過半拠あう・その

ているの齢しろ地方に多く 部市部で‘寓・2～3小委購もたな嘩由と櫓r日物醐に追嬉考
報鴎ま嬢？てい翻合が邸，培方瞬レて都ず：，・ 届余裕がない∬地殿民嘱心がうすいから∬制度
部では，校区の地理的条件は狭くなっていることも関係　化されていないから，もっ必要がない』というものが多

一383一
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表了　併設・複合施設の種類

　　　　　県別項目

宮城県． 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合 計
鍵っ子育成のための専用室

　　1
3．1）

　　工
2．7） 　　8

10．1）
　　2

10．0） 　19
・35．2）

　　1
10．0）

　254
62．6） 　286（44，4）

保　　 育　．所 　　3
9，4）

　20
54．1）

　　2r1
，5） 　　4

20．0） 　　1（16．7）
　

r15

278）
　147
（36．2）

　192
29．8）

犀　童　遊、園 　23
71．9）

　　7
18．9）

　
45

57，0）
　　4

2α0）
　　3

50．0）
　　2

3．7） 　　7
70．0）

　40
9，9）

　131
20，3）

図，　書　　、館 　　3
9．4）

　　1
L2．7） 　　3

3．8）
　　3

15．0）
　　1

16，7）
　　1

r1．9）
　36

8．9）
　48

7．5）

老人福祉鰍クラカ 　　1
3．1）

　　1
2．7）

　　8
10．1）

　　1
5，0）

　25
46．3）

　　2
20．0）

　Uo
27．1）

　148
23，0）

公．共　住　宅 　　6
11．1） 　28

6．9） 　34
5．3）

役、　　　　場 　　5
6．3）

　　1
5．0） 　10

2，5）
　　16
（2，5）

そ・　の　　他 　　6
18，8）

　
12

32．4）
　25

31．6）
　　7

35，0）
　　1

16．7）
　13

24．1） 　100
24．6）

　164
25，5）

合　　　計
37 42 96 22 6 81 10 725

1，019

F“卿畑注（M・A）非轟岬

表8　利用する児童の居住範躍航

　　　　　「県別項自

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

1刀・学校区・ 　49
73．1）

　60
71，4）

　85
57．9）

　16
55．2）

　　8
36，4）

　　9
13．8）

　　1
一3．6）

　66
14，6）

　294
32．9）

2小学校区 　　9、
13．4）

　　8
9．5）

　24
16，3） 　　4

13．8）
　　5

22．7）
　24

136．9） 　169
37．5）

　243
27．2）

3小学校区 　　5
7．5）

　　3
3，6）

　18
12．2）

　　6
20．7）

　　6
27，3）

　工7
26，2） 　133

29．5）
　188

21．1）

’！ ・の 他 　　4
4，8）

　19
12．9）

　　3
10．3）

　　3
13．6）

　15
23．1）

　27
96，4）

　75
16．6）

　146
16，3）

N　g A 　　46β） 　　9
10．7）

　　1
0．7） 　　8

　18）
　22

2．5）

合　　　計 　67、
100．0）

　84
100．0）

　147
100．0）

　29
10α0）

　22
100．0）

　65
100．0）

　28
100．0）

　妬1
100．0）

　893
100．0）

表9　運営委員会の設置状況

　　　　　県別項目　．

！、、』・
宮城鼠 山形県、 』愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合計

もっている 　33
49．2） 　60

71，4）
　68

46．2）
　17

58．6）
　12

54．5）
　

59

9α81 　28
（100．0）

　47
10．4）

　324r（36．3〉

も燐いが準櫛中 　　1
r1．5）

　　6
12）

　11
7．5）

　　2
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立機関との関係は，決して密であるとはいい難い現状で

ある。とくに各福祉事務所に設置されている家庭児童相

談室をはじめとする公私の相談機関との連携，児童委員

との日常的アプローチを積極的に推進させることは重要

な課題と言えよう。

　牽16学校凍ぴPTAとΦ連携について‘亀 具体的にプ

ログラムをもっているところは16β％，これから計画中

とする52％を含めても19，6彩と低率酋ある。とくに母親

クラブなどΦメンバーは，PTAの立場をかねており，

現に児童館利甫児童の親であうわけで，学校外の地域の

拠点としての機能を発揮しやすいことになろうかと思わ

第20築

れる。

　表17の世代間交流プログラムの有無については，過半数

の児童館ではその動きをもっていない。これから計画中

を含めても，全体で36．2％である。世代間交流プログラ

ムをもっている場合でも，その多くは，老人クラブ，中

学生となってりる。中には障害児との関係づくりを積極

的に推進している場合も見受けられる5 次に児童館内に

育成室を設けて，鍵っ子児童の育成を実施している地域

と別個に活動レている場合とがあるが1その交流プログ

ラムの状況は表18のとおりである。無回答が多かった
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もって い 昼．

，　28・（

・41．8）
　　34，

40．6〉』
　　59、
（140，1〉』

　　12
紫414）

　　51・（2a7》モ1 　18 『詮．

27．7）ン1
　　24
1ぐ85マ） 　336

74．5）
510・
5718）

現在はないがこれから
画したいと思っている

　　1
・1，5）1

　　78．3）く、
　　8
（5∫4〉一

　　21
（、 6－9〉、＝

　　3」ゼ
ヱ3，6），

　　5罫
（ 7，7）卜「 　　3（二10．7）

　24
（53）’

　
．53『（519）

郊ちてい搬
　‘ 　　　　　　　　　　　　哩

　36
53、7）

　38
・45．2）

　73
49．7＞

　15
（、51，7）1

　141‘
63マ）』

　42ぐ
’64．6）

　　1・〆
3．6）

L」F 』gOゴ

（200）ノ
r惚09

6）』

そ．のようなプログラム
をもつ必要はない

　11
（・1房

　　7べ
（生8）誌

隻 　　8　
ド（D．9）

N　　・　　A 　　1
　1，5）

　　5
6．0） 、

　　厩1レ、

C、02）
Qア曽

く『08）

合　　　計 　167（100．0）
　84
100，0）

　147
100．0〉

　29＝
100．0）．

　22．
ユ00．σ）． i　65

100．0）』
　28
100．0）

　4511（100，0） 、893
100，0）1
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衷14　交流プログラム内容

　　　　　県別
目、 宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

ス ポ　ー．ツ 　　6
20．7）

　12
29．3）

　34
50．7）

　　3
21，4）

　　1
一12，5）．

　　10　
で43．5）

　27
100．0）

　3311
91．9）

　424
ぐ44．5）

文　化　活　動 　　5
17．2）

　16
39．0）

　32
47β）

　　6
42．9）

　　4
50．0）

　　6
26，1）

　14
51，9）

　116
32．2）

　199
35．0）

研修活、動 　20
69，0）

　22
53．7）

　　30
（』448）

　　7
（50．0）

　　5
62．5）

　12　1
52，2）

　10
37．0）

　76
2L1）

　182
32．0）

調査活、動 　　3
10．3〉

　　3
、7．3）

　10
14．9） 　　1（7．1）

　　1
12．5） 　　2（8．7）

　　1
3．7）

　15』4，2）
　　36
（6，3）

そ　　の ．他 　　5
（17，2）

　　6
14．6）

　14
20．9）

　　3
21．4）

　　2
25．0）

　　6
26，1）

　　4、
（14β）

　r72
20．0）

　112
19，7）

合　　　計 39 ［59
ヂ 120 20 13　r 36， 56一 ◎10

953

表15　連携をはかっている施設

　　　　　　　県別項目

　　　r城県 1山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市” 北九州市 東京都 合　計

兜童福祉機関 　16
9，2〉

　66
22．4）

　51
14．5）

　14
12．4）

　11
12．0）

　38
17．3）

　　3
4．0）

　48（4．1）

　247
9．9）

保　　育　　所 　17
98）

　39・
13．2）

　　52
（14．8）

　14
12．4）

　14
15．2）

　26
118）

　　3
4，0）

　153
13．0）・

　318』

12，7）

児　童　遊　園 　15
（8，7）

　　7　1
2．4）

　37∴
105）

　　3
　2．7）

　　2
（2．2）

　　G
（2，7）

　　2
2．7）

　67
5，7）

　f39』

5．6）

児童衙祉施設
但し，保育所を除く）

　　5
2．9） 　　4

　1，4）
　　3
（0．9）

　　5
4．4）

　　4 　　31
　1．4）

　　2
2．7）

　32
2．7）

　58
2．3）

学　　　　校 　48
27．7）

　73
24，7）

　138
39，4）

　34
30．0）

　29
31．5）

　117
53．2）

　29
38．7）

　364
30．9）

　832
33．3）

社会教育施設 　69
39，9）

　79
26．7）

　64
18．2）

　29
25，7）

　30
（32．6）

　21
9．5）

　33
43．9）

　383
32．5）

　708
28，4）

保健・医療機関 　　2
（1．2）

　％
8，5）

　　4
1．1）

　12
10．6）

　　2
2，2）

　　8
3．6）

　　3
4．0）

　109
9．3）

　165
6．6）

そ　　の　　他 　　1
0，6）

　　2
0．7）

　　2
0，6）

　　2
1．8）

　　1
0．5）

　”21
1．8）

　29
1，2）

合　　　　計 　173
100，0）

　295
100．0）

　351
100．0）

　1工3
100．0）

　92
100．0）

　220
100．0）

　75
100．0）

1，177

100，0）

2496
100ρ）

注（M．A．）

表16　学校及びPTAとの連携プログラム

　　　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

もやている 　工6
23．9）

　37
（44D）

　15
10．2） 　　9

3LO）
　　5

22，7）
　　3

4，6）
　　1 　64

14．2） 　15016；8）

現在はないがこれから計画したいと思っている

　　2
（3．0）

　　3
3．6）

　　3
2，0）

　　2
（　6，9）

　　5
7．7）

　3i 　46
　5．2）

もっていない 　4567．1）
　31

36．9）
　123

83．7） 　18
62．1） 　17

77，3） 　57
87．7）

　
24

85．7） 　352・78．0）
　6677ζ．7）

そのようなプログラム
もつ必要はない

　　工
1．5）

　　1
0，7） 　　2

0．2）

N　　D㌧　A 　　3
4．5） 　13

15．5）
　　5

3．4） 　　3
10．7） 　　40．9）

　28
3．1）

合　　　計 　67
100．0）

　84
10D．0）

　147
100．0）

　29
100．0）

　22
100．0）

　65
100，0）

　28
100，0）

　451
100，0）

　893
100．0）
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表19　かつての利用児童に対するプログラム
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流23，7％となっている。鍵っ子の場合は，登録され間食，，

静養，家庭学習のプログラムが組み込まれている。した

がって遊びの時間に交流の機会をもつことになっている。

表19は，かつての利用児童で現在小学校高学年又は中学

生以上の児童へのプログラムをもっているが否かを問う

てみたものである。それに対しては61．6彩の児童館がそ

のプログラムをもっていないわけである。地域によって

第20桀

は，意図的に地域リーダーの育成を具体化しているとこ

ろもあるQそしてキャンプなどの行事にリーダーとして

児童たちの先輩の立場で参加し，さらに，その経験を生

かしてピア・カウンセラーとしての機能を果していくこ

とも期待されよう。

　衷即小・中学校との関係をみると，何らかの形でかか

わりをもっているものが，全体で67．7彩，神戸市，北九

表20　小・中学校との行事を通しての関係

　　　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

関わっている 　41
61，2）

　59
70．2）

　83
56．5）

　20
69，0）

　14
63，7）

　51
785）

　21
75．0）

　316
70．1）

　605
’67．7）

現在関わっていないがこれか

関わっていく計画がある
　　2

3．0）
　　2

2．4）
　10
（6β）

　　4
13．8）

　　3
13．6）

　　5
7．7） 　38

8．4）
　64

7，2）

関わっていない 　23
34．3）

　19
22，6）

　52
35．4） 　　5

17．2） 　　5
22．7）

　　9
13，8）

　　6
214）

　91
20．2＞

　210
23．5）

N　　・　　A 　　1
　1．5）

　　4
4．8〉

　　2
1．4）1 　　1

3．6）
　　6
　L3）

　14
　1．6）

合　　　計 　67
（100，0）

　84
100．0）

　147
100．0）

　29
100．0）

　22
100．0）

　65
100．0）

　28
100．0）

　451
100．0）

　893
100．0）

表21　母親クラブ設置状況

　　　　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

設置している 　54
80，5）

　　57・（678）

　82
55，7）

　13
448）

　13
59．1）

　21
32．3）

　28
100．0）

　10D
222）

　368
41．2）

現在設皿していないがこれ
ら設置する計画がある

　　6
9．0） 　　3

3，6）
　22

15，0〉 　　4
13．8） 　　3

13．6） 　15
23．1） 　82

18，2） 　135
15．1）

設置していない 　　7
10．5〉

　19
22，6）

　42
28，6）

　12
41．4） 　　6

27．3）
　29

44，6） 　259
57．4〉

　374
41．9）

N　　・　A 　　5
6，0）

　　1
0，7） 　10

2，2）
　　16
　1．8）

合　　　計 　67
（100，0）

　84
100，0）

　147
100，0）

　29
100．0）

　22
100．0）

　65
100．0）

　28
100．0）

　451
100．0）

　893
100，0）

表22　母親クラブ構成人員

　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

50人以内 　18
25．7）

　　9
13，6）

　工6
16．3） 　　5

17，2） 　　7
41，2）

　26
70，3） 　88

61．5）
　169

34」）

51人～60人 　12
17．1）

　　9
13．6）

　20
20，4） 　12

42．8）
　　6

4．2）
　59

12．1）

6工人～70人 　　5
7，1）

　　7
10，6）

　　6
6．1）

　　2
69）

　　1
5．9） 　　1

3．6）
　　6

4，2）
　28

5．7）

71人～100人 　　9
12，9） 　11

16．7）
　　6

6．1）
　　2

6．9）
　　3

17．6）
　　2

5．4） 　　5
17．9） 　　5

3，5）
　43

8β）

101人以上 　　2
2．9）

　　1
　1．5）

　12
12．2）

　　1
3．5） 　　2（118）

　　3
10．7） 　　1

0，7）
　22

4．5）

N　・　A 　24
34．3）

　29
4410）

　38
38．9）

　19
65．5） 　　4

23．5）
　　9

24，3） 　　7
25，0） 　37

25．9）
　167

34．2）

合　　　計 　70
100．0）

　66
100．0）

　98
100．0）

　29
100．0〉

　17
100．0）

　37
100．0）

　28
100．0）

　143
100，0）

　488
100．0）

一390一



吉沢他：地域における健全育成ジズテムの強化策に関する研究

州市の場合は，地域的特色もあって75男以上の率になっ

ている。しかし具体的なプ ログラムにおける関係をさす

のではなく，i1運営委員会のメシバ←に加わっ宅いるとい、

う場合のかかわ、り方をもって回答している場合もあるζ

とを考慮して治かなければならない5・時にば許児童めケニ1

略をめぐヅケrス聯をは働骸交灘ど定卿
に実絶している例もある。児童厚年員と教曝、時には兜

童委員も参加しダ地域ぐるみ4）健全育成推進～Φ朔待崇

裏桝ているご轟睾し！l舶曼ぐいえよ鮎1
ε

騨鋤の触と咋母親クラブ鍛置力！推懲れて

いるが，その設置状況はまだ十分と はレ》いがた・い現況で、1、

趣表21で1ま設置しているも餌1・2籔同じ俸熱
設群みていないものカ141鰯と塗つてい資i・その繊

人員は，50人以内が34，字多と最も多 く，』集団 としては活．

動しゃすいサイズであるg母親クラブの設置に関しては

地域差が著しく・宮塀撃鞭彩 二，岬県照亀 北

　孝州市では，それを前捷条件とレて100％設置して焼る。

　　都市部とく・に東京都においては， 区にようて母親ク
ラ

　ブ結成を圧力粗織になる藩それがあるとしで、1設置しな

』い芳向ばあるどとろも見受酵ちれる。何れにしても』活

　．動プgグ：ラム犀曄力のある児童館は一その多ぐが，・・母親

　クラブ活動，1後述する環ウンティ1ア受入れも旺盛である

こどがわかる、ぴ1旨 「（i』、i』　　　　 　』’1』11「1「ノ争租

鱗母勧ラブの躍牌をみ続砲轍鍛鵬
に牌越ており・ 嘩省が瞭クガ畷吻晦実

ゴ1 した時期と章参ラているも．設置数をみると，その多＜i

　、は1館1クラ．ズとな？でりるが話広島県iめ場合は」館当

り9 クラプの縮粉やるにろもある・ま燵騒
1員会や母親グ藏を設置じていなくても，児童館あ活動

によマては・斯委員劔，どをその都度つくつて・その

衷23　ボランティア受入れの有無

　　　　　　　県別項目

宮城県 山形県 愛知県 広島県、、 愛嬢県1シ 神戸市～ 」頃州市 果京都・ r合プ計1・

受け入れでいる 　　43、
一（』

，2）一

　こ36
也9）1

　74・
5D，3）

　 6
（⑳7〉．

　r15 　32㌧
慮2） 　141（5do）

　308・く
68．3）

』528兵

（．59．1）

これから受け入れよう
と思っている 　　1〈．1．5）。

2
　　　　　21

a4）， （143）
　r3 　　1rC 4．6ン （1α8）

　7 　　2・711ン 　2？
α0〉㍗

　　64・（吻2）L

受け入れていない1 　　221’

1葱8）
　 『・42・［

499ン
　5耽（34，7） 　　20と

（69，①．
y　 ・6・、｝

〈，2乳3》
　26・
、40．0）

　　1工「’1（3駄3） 　114’1
．2岡〉、

　2921
（32，7）ン

気・の ．他 　　3
（「3！6）

　　「工’

0の 　　1（乙3．6） 　　2・℃否
　ア r

7い（・α8〉

N1
・　A」

　　1一

（ ヌ，5）
　　

1C1．2）
1、

　　、　　　　』「

きζ　

　　2㌧・
・0．2）

奇　 計 －

　
67

（10α0）
　

84
（：100．0）

　147『（1二〇〇．0）

　2910α0ゲ1 、

．22．

1』0ασ）』・

　　65＾dOα05 　　28dOαo）
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ノ

表24
一、’ ｛　　 ■　’

し　　　　　　　　　、
こ、

頓臥　　　県別； ミ宮城県 山形県’ ＝愛知県 広島県rl ㌃愛媛県． ’神戸市、 北九州市 東京都 含准料
rl受げ入れたくてもボデ
乙テ4アカ瀬な焼、∫、

　　　　■ヘヌ6
（2τ3）、

　『10 　　21』
（41．2）』

　　1》r一
琢0）， 　　2（β3，3）

　　 g　r

（34，6） 　　6
一545〉

　　33
ギ・

（ 28i9）・

　　r認

観在の職員で十分運営還きるがら・
　　4＼、ぐ18．2）

　　
16．7）

（一

98）
　11、
（55，0〉

　　・9

34．6）
　　1 　19．、

（．1α7Σ．
七
六ぐ564ぐ
（』192）

狸手まどいになり運営．兎し‘ζくぐぢるから1　、

rli・』

　　
11

（ll2二〇）・、（
　2・
10．0）

「、　　　、　－

　　1
．3．8）

　　 『21

（0，7〉

　』』6’瞥’C㌔a1ウ～

原耳1酌に墨ラ之ティ、アの協㌧力は必要でないど思うから ．　　2

（9．1）
　　2

4．8）‘

　　1、一一（

2．0）’二

　　13．ド

（1510》
　　』4
一く15，4）

　　1’（

9．1）
　工σ；

88）
　～231

将来は必要と考えるが，7雛ば

その受騰十分でない
う・1σ㌔r
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・5α0）
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衷25　地域住民へのP　R方法

　　　　　　　．県別項目

富城県 山形県 愛知県 広島県 愛媛県 神戸市 北九州市 東京都 合　計

市町村広報紙（誌）への
載 　38r77β）

　24
47．1）

　69
54．8）

　10’
58．8）

　11
64コ）

　　18
（30．0）

　　4
16．7）

　
222

512）
　396

50．9）

学校のP．T。A通信 　　3
6．1）

　　1
2．0）

　　5
4，0）

　　1
5．9）

　　8・

（13．3）
　　6

25．0）
　35
（8．1）

　59
7．6）

児童館が独自に発行す
機関紙（誌）

　28
57．1）

　33
64．7）

　94
74．6）

　　7
41．2）

　　9
52．9）

　46
76．7）

　　11
（45．8）

　320
73．7）

　548
70．4）

パンフヒット及びリー
レット

　　9
18，4）

　13・、（25．5）

　23
18．3）

　　4
23．5）

　　4
23．5）

　15
25．0）

　　2
8．3）

　140
32，3）

　210
27．0）

町（村）内の掲示板・回
板

　　16
（32．7）

　　7
13．7）

　18
14．3）

　　5
294）

　　2
（118）

　16
26．7）

　15
62，5）

　231
53．2）

　310
39β）

ラジオ・テレビ・有線放送など

　　4
8．2）

　　1
1ao）

　15
119）

　　317β） 　　2
11，8）

　　1
解）

　11
2．5）

　37
48）

そ　の　他 　　6
12，2）

　　6
11．8）

　13
10．3）

　　r5

294）
　　4

23．5）
　　3
．5．0）

　　3
ユ2．5）

　55
12．7）

　95
12，2）

合　　　計
164 85 237 35 32 107 41 1，014 1，655

注（M．A．）

機能を果している例も散見できる。次に表23に示したよ

うにザ ボランティアの受入れ状況は，まだ十分とはいい

難い。地域差があり都市的要素を保有した地域では比較

的受入れ率が高い。受入れない理由をみると，受入れた

くてもボランティア（とくに青年）がいないとするもの

が30％～50％となっている。その理由に「現在の職員で

十分運営でき多から」「足手まといになり導営しにくくな

るから」「原則的にボランティアの力は必要ない」とある

ことは，注目すべきである（表24）。ボランティアに対する解

釈もまちまちで昂ろうがド住民参加の一形態として，また

児童の地域を舞台としての人間関係の拡大を図る機会の

提供という意味で，さらに交流活動推進を積極的にすすめ

るとするならば，受入れる努力をすべきではなかろうか。

地区の児童（民生）委員の協力， あるいは地域内の既存

諸組織，団体との連携を密にしていくことも必要である。

奉25はレ児童館に対する地域住民の理解を深めるための

PRの方法を示、したもめである。それによると，児童館

が狸自に機関誌 （手づくりのものが多い）を発行してい

るものが多く，あるいは他の広報紙に便乗しているもの

がある。．いわば両方を実施していることになる。ある児

童館では，子どもと厚生員，子ども同志の関係，寸話を

掲載 し，好評を うけている例も見受けられる。・また地域

住民に理解の機会として，公開プログラムを定期的に計

画レたり1地塚に対して児童厚生員のもつ技術を提供し

たり，・相当積極的な働きかけをしている例も僅かみられ

るQ一般的には，運動具の貸出し，図書の貸出しなども

行っている。

W　児童を中心とするコミュニティ・ケアの箭提

　地域社会に機能すること，施設の社会化の意味は，地

域垂ζ開かれた存在となって地域児童を支えていくことで

あり，また地域住民に支えられた施設としてその機能を

柔軟に発揮していくことである。それは児童館の機能を

地域の二一ズに即応できるように体制化していくことで

あり，それにふさわしい独自機能をもつことである。っ

まり，すべての児童にとってもまた住民にとっでも住み

やすいコミュニティ形成のその施設なりの拠点となるこ

とを意味する。

　児童館においては，来館した児童への対応はもとより，

その児童の生活の営みの場である地域社会全体に視点を

定めた活動展開がのぞまれる。その地域内の児童をめぐ

る新しい社会的二一ズめ積極的開発をはかづ，必要どあ

らば，積極的に地域社会に入り込んでいく機能，淘、わぱ

「出前サービス」をしていく必要があろう。それは，既

存の地域組織，団体，施設や機関に対する連絡調整のた

めの諸活動，児童厚生員のもつ専門技術の提供，保健婦

との協働による諸相談機能などを意味するρ

　たとえば，家庭の養育機能の強化促進，親への働きか

け，親との協働関係の創串による近隣サービスの具体化

（在宅サービスペの援助）などをはかる素地づくりであ

る。調査結果にもあらわれていたよう1ζ，運営委員会の

メンバーに機能の分担をはかることも可能なのではなか

ろうか。また施設のもつ場を地域住民の児童に関する活
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動に開放することや，前述した器材の貸出し等の機会を＿　　　一的背景の安定化をはかう意味でも総合的な見通しが

通じてコミュニティ・ケアの方向桝を砿1’韓煮飢、 鱒寧軽桑・一
一一 一一可能となろう。　　　　　　　　　i　　　l　　　　　　　＠．、雄課 K教翫福祐文化等）i及び機関の社会化の

さらに・醐醐係施設や脳鵜文化施設な　劇とそ麺対応しての住民参加の原貝IIを加えてお
どの架橋的役割を瓢あるいはチ÷ム実践の場をつ婦、糊静ば購い・　1

っていくことも終られるので‘勘Σろ桑力㌔… 誓以上の原塁懸底1磐ながら・群館の社会化の現

こぼ児韓長の意見師一鱒介しておこう奴』嘩亀殖そ嘩騨してし1るところ・あるいは

①隻難灘轟1＜癖棄筑雛藁纏鑛騨緯甕臨
　　まつり（文化祭ン なぐの共通課題を中心と じだ塘域　γる6一方児童館行政の各地域でのあり方にも大きく左右

　　ぐるみの活動展開晦・纏め嘩晦に繍蝉因をもっすいる・そ撫F幽児解生員の質

　　よく広報醐をするこ毒猷禦ある・／　 一1旧 問題が問猟i基本鞍栂ぞれ腱動する研修のあ

②母親クラブの活動塑断賦る弊かけ． 、1肪《職員の轡騨嘆討が碑となろう・同時に児
　　　地励母親に対して騨習力グ弘の強イヒ鰍、、 醜祉施設蜘φ巌職餓め蝸醐力§残さ絃う・
　　かる。社会教育分野の諸学績と あ至ながりをは新る。　　　　　　＼　録争 ゾ　　　 　i

　　　　　　　　　　　　　　ド
③灘会の讐工考嘩的参加瞥 牌讐鍵システム化φ具体的展　

④学校教育と家麟饗第三の朧を郷蝸ζ婦・ン・㌧警テ㌶をリ罫する中覗なる児聾には・その

　⑤　健常児と陣害児との交流の場をつくる。　　　　　．’磯能として次の要件を必要とする。1

　⑥　地域住民の中から社会資源としての人材発癌を試『－　①　地域の多様な児童健全育成φ需要に柔軟に対応し

　　醐時に地域所属意罎藁酵・1、涯、
．．

’』 う綴罷を厳郡こと・、」

　⑦　常時，児童の状況調査活動を輿碑し，町会や自治 　・ボ②子コ・ミ伍ニデイ施設として住民から支援を受けて

　　会，児童委員との定期的会議をもづ5…’　 』… 『－－門㎜ 一　 ’醇～るごど「陳、だ親和感をもたれていること。

　⑧　児童自身の相談の場をつ風るず．11》凄一硫』rき1，㌃』己、畿．r
・

㌧ ③ 施設の社会化纏すすんでいること，福祉事務所及

　⑨定期的な児童館を拠点とした講座を開催する。そ 　び所管課毎おけるスーパービジョン機能が可能であ

　　の企画に住民の参加を得る手だてを考える・　　　　　　　ること。

等々，積極的な意見が出された。［ しか．し実現…しなぐては　　　・④汐迩営委員会が活究に機能じ1ア関孫機関とφ関擁が

意味がないので， その具体的実現ぺむけての過程におげ　　P『 一一 になされてU～るごと。’・ ン 斤”
l　l ζ　・1ミ

る問題検討が十分なされる竃、とが重要であるび ．　　　』㊨ 一児童館を拠魚ゴと・じ七兜童福祉組織が結成さ耽せい

　そこで，児童健全育成営ステム化をはかるために次のr　　　ること。　　　．　“『｝’晃

原則が必要となろう。　　　　　　　　　　　　　　　　∵以上， l前述した原則［ど窯智き笹癒がらシ1ス｝ム化を推

ゐ①・ 二財界テみ北と は相互連携‘、協働化の機能である」　　　進する地理的並『リプどして芦憂膨2小学校区を前撫とし

文、したがっ．て，・；その連携をはかる相互の信頼関係と理　　　でおきたい♂当　1弘’r）・ べ　・㌧1溢ド1』馬1∵：「1翼咤 ポレ

．哲解の原則がぐの前提・とな ろ・％・．
．・

…ま・i・㌧τi・＝一．　　　　ジステム化めたあにほ，i二図2のまうなフ：酋』4宙書ド

；②　胚ろテみ化のね、ら甑は．1関係行政機関で実施され　　が考えられる詳ぞれほ形式化をさけ，・・各資源の自発性に

託．ミてい』る健全育成事業の連絡調整ザ、また地域で既に機　　もとずくコンセシザスを褥てなきれなければならない♂

　　動している諸活動の兆．ッ．L トワ旨クをはかる祀めの要1　また系列化r 1組織化めだめめ手順とし七ほ〆図2のまう

くトうの機能が求めら れるる、したがって連絡調整どネザト　　に第11＝二次的関連かぢ第2；次的関連の保持にっとあると込

犀ヲ遣玖化の原則が必要と毒ろうQ：シ季・1ゴ 憾・＝ 　が重要である。 その筋令‘・関連を脊効にもづ為の方瀕と

・、③・健全育成施策ぷ1』謝ミ冨ニディ顕ゲァ実現のために 　して児童館運営委員会の設置が栄オシ娘となろうぷ苓回

　に児童をめ“るトrタノレな視点にだ敏た総合的な体1乳i　の調査オは前述じた如ぐ，老運営委貴会を設置じ七“るも

　　系化をはかる作業が必要である。あわせてその時点　　めは1L、全体宅36β％♪東京め場合ほ1014彩となうでお膀シ

　　での必要性と緊急性を尺度とした優先課題の選定が　　今後の設置努力を期待したいとこ．ろである。次に系列化．

　　適確になされなければならない。つまり体系化と優　　に際して考慮すべきは，その段階性である。図のように

　先性選択め原則であり，経済低成長下における財政　　順序よく資源間の連結を確かなものとし，第1次関連が
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地
域
家
庭
児
童

児
童
委
員’

　地区社会福祉協議会
地区青少年問題協識会等

㈹

1”

児運
　営
童委
　員
館会

児

童

館

児地
童域
福組

祉織

lll

〔iD

〔D

学　　校

幼稚園
保育所
その他の

施設

福

祉

研

務

所

舞

公民館，児童文化センター，図書館，体育施設，

勤労青少年施設，少年補導センター等

漏第1次的
　関　　速

＿第2衣的
　関　　連

｛D“D‘ま

Procedure

図2　児童館を中心とする関連資源の系列化，組織化

　　　のためのフローチャート

確認された後，第2次関連へ向うということが必要であ

る。それには，コミ訊ニティ・オーガニゼーションを担

う福祉事務所，地区の社会福祉協議会φ協力を得て実施

することが不可欠と思われる。

　これら地域児童の健全育成を図り，コミ晶ニティ・ケ

アの基盤としてその推進をはかるためには， すべての児

童の福祉の向上を目途し，すべての親，住民の児童養護

への理解と関心を高めていくことに基調がおかれなけれ

ばならない。なお財ステム化の具体的展開のためのガイ

ドラインとして，再度次の3点を強調したい。

　①リ、一ド機関としての児童館自体の再構築r

　②　それをコアとする関連諸資源の系列化と組織化

　③ 地械住民の参加システムQ確立

　以上・紙面の都合上概略を述べてきたが， 現時点での

児童館活動，児童福祉行政内での位置付け，職員の配置

状況等々，県レ席ルでの格差がみられることは事実であ

る。勿論地域差があることで可とする点はあるが，基本

的な児童館機能を果す条件整備が必要である。それが出

来て，ここでいうシステムの強化が，はじめてその緒に

つくと言えるのではなかろうかと思われる。

　紙面の制約上，調査結果もその一部にとどめざるを得

なかっ たが，システム化の具体的事例をインテツシィブ

に分析，検討することも今後の必要な実践研究ではなか

ろうかと思料される。今回の研究調査においても，事例

をあげ分析を試みたが，その共通要素の分析整理，それ

に基づくタイプの類型化などを試考したい。

　昭和58年5月，本研究所第9部を拠点として児童健全

育成研究会を発足させ，厚生科学研究費によってすすめ

てきたものである。なお，調査実施にあたっては，全国

児童館連合会の多大な協力を得たことを付記しておく。
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Study on Enhancement of the System of Wholesome Growth 
of Children in Local Cbmmunities 

- n Proper Position of Child Welfare Facilities 
in the Framework of Community Care -

Eik･ YOSHIZAWA 

This study is a tentative design on the adjustment of environmental condition for children's daily 

life in the local communities; for that purpose I toek up children's hall as a core-agency to bring a-

bout sound growth of children, and made the status cleer. 

Glancing over the whale of Japan I could not overlook the characteristics of each district, the num-

ber of children's hall, and the condition of positioning regional systems, and I chose these eight re-

gions (Miyagi Pref., Yamagata pref.. Aichi pref., Hiroshima pfef.. Ehime pref., Kobe City. Kita-

Kyushu City, and Tokyo Metropolis) and surveyed all the children's halls by questionaite, the num-

ber of which is 961 in total. (92.9 % of collecting rate) 

The objects of the survey are as follows: the relationship of children's hall and its neighbors, and 

different kinds of resources there, and the way how to develop the program in order to get good rela-

tionship between them. Next, proficiency, consciousness of the personnel of children's hall together 

with the recognition of the role he or she played in the wholesome grewih of children. Besides these, I 

listened tq the opinion of the president of children'~ hall rel~ting to how to function it in the local 

community. At the same time, case analyses of activities were made through the precess of the grow-

ing mother's club. 

As a result. I'd like to suggest creating co-working relationship between agencies and facilities 

(both of which are of children I mean of course) as the first step toward organizing the system of the 

wholesome growth of children. We have another problem of how to make a netwcrk with such other 

fields as edueation, social welfare, medical care, public health, Iabor and judiciary for the authori-

ties concerned. It seems nearly impossible for only the field of welfare to correspond to yarious needs 

in the eurrent society. 

Five principles of the plan for systematization are as follows: 

l. Mutual trust and understanding among agencies eoncerned, faeilities aid inhabitants 

2. Establishment of regular and orderly coordin.ation 

3. Systematization and choice of priority 

4. Socialization of public welfare faeilities for children and schools 

5. Partieipatien in volunteer activities by inhabitants 

Accerding to these principles, I've offered a draft plan for eoncrete development, but it is quite nec-

essary to review them through future practice. 
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